








要約 

成熟新生児 194 例に対し,生後 5 日にビタミン K2 シロップ 2m1 を投与し,3 時間後の血清

MK-4 濃度,総胆汁酸濃度,PIVKA-Ⅱを測定した。その結果,ビタミン K の吸収には著しい個

体差があること,その血中濃度には PIVKA-Ⅱと逆相関し,ビタミン K の吸収の個体差が,そ

の欠乏に密接な関係があることが明らかとなった。また,血清総胆汁酸濃度の著しく高い児

ではビタミンKの吸収が悪かったが,逆に血清ビタミンK濃度の著しく低い児でも総胆汁酸

濃度の上昇しないものが見られ,他の因子の関係が考えられた。 


